
 

 

 

 

地方独立行政法人市立吹田市民病院 

平成〇〇年度の業務実績に関する小項目評価結果報告書(案) 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成〇〇年〇月 

地方独立行政法人市立吹田市民病院評価委員会 

 



１ 地方独立行政法人市立吹田市民病院の概要           ２ 全体的な状況 

（１）現況（平成○○年○月○日現在） 

① 法人名 

② 所在地 

③ 役員の状況 

④ 設置・運営する病院 

⑤ 職員数 

 

 

 

 

 

 

（２）地方独立行政法人市立吹田市民病院の基本的な目標等 

（１）法人の総括と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）大項目ごとの主な取り組みと特記事項 

※中期計画及び年度計画に取組内容の記述がないが、 

中期目標達成のために実施した内容があれば記述 



３ 項目別の状況 

（例） 

 第２ 市民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置 

  １ 市立病院として担うべき医療 

   （１）救急医療 

 

中期目標 

 平成 22 年度吹田市民意識調査において、吹田市民病院に期待する役割として、「24時間の救急医療」が 81.5％と最も

高い結果となっていることを踏まえ、24時間 365 日の救急医療体制の維持・充実を図ること。 

二次救急医療機関として救急患者を円滑に受け入れ、地域の医療機関等との連携を含めた適切な医療を提供すること。 

  

中期計画 年度計画 

法人自己評価 評価委員会の評価 

評価の判断理由（業務実績の状況等） 
ウエ

イト 
評価 評価 判断理由、評価のコメント 

ア 地域の医療機関等

との連携及び役割分

担のもと、引き続き

365 日 24 時間の救急

医療を提供し、可能な

限り救急患者を断る

ことなく受け入れる。 

 

イ「救急処置が必要な

患者の初期判断・初

療」「急性期の病態・

合併症への判断・・ 

ア 地域の医療機関等

との連携及び役割分

担のもと、引き続き

365 日 24 時間の救急

医療を提供し、可能な

限り救急患者を断る

ことなく受け入れる。 

 

イ「救急処置が必要な

患者の初期判断・初

療」「急性期の病態・

合併症への判断・・ 

●●●・・・・・・・ ２ ４ ４  

特色ある取組、今

後の課題などを

記述 

ウエイト項目該

当の場合「２」、

それ以外は「１」

を付ける。 

・評価委員会による 

 評価と法人の自己 

 評価が異なる場合 

 は、その判断理由 

等を記述 

・特筆すべき点等な 

どコメントの記述 

１～５

の５段

階によ

る評価 



 

 第２ 市民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置 

  １ 市立病院として担うべき医療 

   （２）小児医療、周産期医療 

 

中期目標 

小児二次救急病院として、地域の医療機関や豊能広域こども急病センターと連携を図ること。 

周産期緊急医療体制参加病院として必要な医療を提供するとともに、周辺の地域周産期母子医療センターと連携を図

ること。 

  

中期計画 年度計画 

法人自己評価 評価委員会の評価 

評価の判断理由（業務実績の状況等） 
ウエ

イト 
評価 評価 判断理由、評価のコメント 

ア 小児医療につい

ては、二次救急病院と

して地域の開業医や

豊能広域こども急病

センターと連携し、入

院機能の充実を図る

とともに、救急搬送の

積極的受入を継続す

る。 

イ 周産期医療につ

いては、周産期緊急医

療体制参加病院とし

て通常分娩に加え、合

ア 小児医療につい

ては、二次救急病院と

して地域の開業医や

豊能広域こども急病

センターと連携し、入

院機能の充実を図る

とともに、救急搬送の

積極的受入を継続す

る。 

イ 周産期医療につ

いては、周産期緊急医

療体制参加病院とし

て通常分娩に加え、合

●●●・・・・・・・ １ 
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併症をもった妊婦な

ど中程度のリスクの

ある分娩まで対応す

る。 

ウ ハイリスク分娩

などに必要な高度機

能においては、地域周

産期母子医療センタ

ーとの連携を推進

し、・・・ 

 

併症をもった妊婦な

ど中程度のリスクの

ある分娩まで対応す

る。 

ウ ハイリスク分娩

などに必要な高度機

能においては、地域周

産期母子医療センタ

ー と の 連 携 を 推 進

し、・・・・ 


